
住民の理解に基づく厚生年金制度への地方議会議員の 

加入を求める意見書 

 
地方分権時代を迎えた今日、地方公共団体の自由度が拡大し、自主性及び自立性が求め

られる中、住民の代表機関である地方議会の果たすべき役割と責任が格段に重くなってい

ます。 

このため、地方議会議員の活動は幅広い分野に及ぶとともに、より積極的な活動が求め

られています。 

しかしながら、昨年実施された統一地方選挙において、町村では議員への立候補者が減

少し、無投票当選が増加するなど、住民の関心の低下や地方議会議員のなり手不足が大き

な問題となっています。 

このような状況の中、地方議会３団体は、住民福祉向上に志を抱く誰もが議員として参

画しやすい環境を整え、多様な議員のなり手を確保することを目指して、令和元年１１月

１４日「厚生年金への地方議会議員の加入を求める全国大会」を開催し、地方議会議員の

処遇改善の一つとして、厚生年金制度への加入を求めています。 

しかし一方では、地方議会議員の厚生年金加入には、「なり手不足問題と年金加入の関係

性の是非」や「新たな公費負担への住民の理解」等の課題もあります。また、地方議会議

員個人の立場において、厚生年金への加入が平等に処遇改善につながるのかといった危惧

もあります。 

国民の幅広い政治参加及び地方議会における多様な人材確保の観点から、地方議会議員

の厚生年金加入制度を行うことは有効な政策だと考えることに加え、上記の諸課題に十分

な対応を行った上での制度整備を実現するよう要望します。 

 

 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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